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Hdzが tHMを基質としたMAO-B反応を in vitro で抑制することを明らかにした。この結果は、PAH 
マウスへの Hdz投与による tHMの増加が、in vivoでのMAO-B活性阻害に起因する可能性を示唆し









れている。そこで著者は、Hdz も LSD1 の活性を阻害しうるのではないかと仮説を立て、合成ヒスト











著者は、Hdz を投与した PAH マウスの血中に、ヒスタミンの代謝産物である tHM が増加することを
発見し、in vitroの実験系を用いて、Hdz がMAO-Bによる tHMの代謝を阻害することを見出した。
この事実は新規の知見であり、Hdzが in vivoでもアミン代謝に対して阻害作用を示す可能性を示唆し
ている。さらに、Hdzと同様にMAO-Bを阻害する TCPが、ヒストン修飾酵素 LSD1の阻害剤として、
エピジェネティックの研究分野で注目されている。MAO も LSD1 も FAD 依存酵素であることから、








  平成 29年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
